
は じ め に

近年 進行膵癌に gemcitabine（GEM）が新規抗癌剤

として一定の効果を上げている。しかし効果が認められ

ない場合 second-lineの薬剤を探すことは難しい。今回

われわれはGEM 5-fluorouracil（5-FU）併用療法を行

いPDであった進行膵癌症例に thalidomide celecox-

ib GEM の併用療法で症状緩解を得たが その後再度

PDとなったため thalidomide celecoxib irinotecanに

変更して治療を行い 良好な経過をとった症例を経験し

たのでここに報告する。

症 例

患者:69歳 女性。

主訴:自覚症状なし。

現病歴:2002年4月他医にて 膵癌 肝転移手術不能

（StageⅣ）と診断されGEM と5-FU併用の化学療法を

5月8日より6月4日まで受けた。CTによる腫瘍画像に

1407第31巻 第9号 2004年9月

Thalidomide Celecoxib Irinotecan併用療法により

良好な経過を示した進行膵癌の1例

羽田 正人 水足 一博

〔Jpn J Cancer Chemother 31(9):1407-1410,September, 2004〕

（ )

-

- - -

-

-

（ /

)

要旨 再発または転移性膵癌の予後は非常に悪い。さらに抗癌剤に対する感受性が低い。現在わが国では gemcitabineが標

準治療となっているが その奏効率は10％以下と低い。そのため症状緩和効果（clinical benefit response）という概念を導

入し低奏効率を補おうとしている。そこでわれわれは短期間に効果を発揮し しかも画像的にかなりの退縮をみられる方法

として thalidomide celecoxib 低用量 irinotecan併用法を提唱した。thalidomideの抗VEGF作用 抗TNF-α作用と

celecoxibの COX-2阻害作用を利用し血管新生抑制作用を最大限利用する方法である。thalidomide celecoxibにはさらに

irinotecanの副作用を抑制する作用と従来の抗癌剤の活性を高める作用もあるという報告がある。
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縮小効果は認められず 腫瘍マーカー値CEAは治療開

始前77.6ng/mlから132.6ng/mlに CA19-9は7,410

U/mlから15,940U/mlに上昇したため thalidomide

治療を目的に当院へ紹介入院となった。

入院時検査所見:血液生化学検査で異常を認めなかっ

たが 腫瘍マーカーはCA19-923,000U/ml DUPAN-2

1,600U/mlと異常高値であった。

治療経過:2002年6月21日入院 thalidomide 200

mg/就寝前 celecoxib 400mg/朝夕連日経口投与

GEM 1g/回（fixed dose-rate infusion）10日ごとによ

る治療を開始した（図1a b)。1か月目のCT画像上に変

化はなかったが 腫瘍マーカーCA19-9は18,000U/ml

と低下し DUPAN-2は3,300U/mlと上昇した。2002

年7月30日退院となり外来治療を継続したが その後効

果はPDとなったため10月15日再入院となり（図2a
 

b) 従来からの thalidomideと celecoxibに低用量

irinotecan40mg/回を週2回投与 40日間の入院中合計

360mgを投与した。肝転移巣と原発巣は縮小傾向を示し

（図3a b) 腫瘍マーカーCA19-9は再入院時の140,000

U/mlが75,000U/mlと低下したが DUPAN-2は

11,000U/mlと入退院時で変化はなかった。2002年11

月23日退院後 他医院で入院時と同様に thalidomide

200mg/就寝前およびcelecoxib 400mg/朝夕連日経口

投与ならびに低用量 irinotecan 40mg/回の週1回投与

を2003年4月18日まで行い さらに5月末までは

thalidomideおよび celecoxibの投与を継続した。2003

図 腹部CT（2002年6月27日)

a:肝内にリング状濃染を伴う複数の転移巣。

b:膵頭体部に濃淡不均一な腫瘤が存在する。

図 腹部CT（2002年10月19日)

a:肝内転移巣は増加 増大している。

b:膵頭体部の腫瘤も若干増大している。

図 腹部CT（2002年11月19日)

a:肝内転移巣はやや縮小気味である。

b:膵頭体部の腫瘤に著変はない。
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